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事務所／〒484-0081 犬山市大字犬山字西畑 22-5 

電 話／0568-61-5219 F A X／0568-61-5523 
U R L／http://www.inuyama-rc.org/ ｅ-mail／info@inuyama-rc.org 
例会場／〒484-0082 犬山市大字犬山字北古券 107-1名鉄犬山ホテル 

電 話／0568-61-2211 毎週火曜日／12：30～13：30 

 

■会  長：吉 田  洋 

■幹  事：原  正 男 

■会報委員長：保浦 博志 

第２７１９回  例  会 （ Ｈ２９．１１．２８ 火 晴れ ☀ ） 

点 鐘 山根 雄司副会長 

R . S 手に手つないで 四つのテスト 

ビジター ☆江南 RC 古田 嘉且様 

幹事報告 原 正男幹事 

１）下記クラブは例会変更です 
クラブ名 例会日（曜） 場所（変更理由） 

犬 山 
12月 5日(火) 

→12月 3日(日) 
(親睦旅行) 

各 務 原 
12月 6日(水) 

→12月 7日(木) 
(3RC 合同 
年末交通安全PR活動) 

可 茂 
12月 6日(水) 

→12月 7日(木) 
(年次総会(夜間)) 

各務原かかみの 
12月 6日(水) 

→12月 7日(木) 
(各務原 3RC 合同 
年末交通安全PR活動) 

各務原中央 12月 7日(木) 
(各務原 3RC 合同 
年末交通安全PR活動) 

尾 張 旭 
12月 8日(金) 

→12月 2日(土) 
(年忘れ家族会(夜間)) 

名古屋空港 12月11日(月) (年末家族会(夜間)) 

名 古 屋 東 12月11日(月) 
(夜間例会･ 
年末会員家族懇親会) 

出席報告（真野副幹事） 

出席率 73.91％ 

会員 55 名 出席 34 名 欠席 21 名 

欠席者 福冨孝弘君 河田敏和君 牧野武彦君 

松山基邦君 丹羽敬昇君 野村憲治君 

小川誠君 岡田雅隆君 鈴木一成君 

塚原義成君 宇佐美芳樹君 山田直廣君 

前例会の修正(11/21 分) 

福冨孝弘君(11/26eCLUBONE)河田敏和君(11/23 草屯

扶輪社)牧野武彦君(11/15可茂RC)丹羽敬昇君(11/15可

茂 RC)野村憲治君(11/24 美濃加茂 RC)宇佐美芳樹君

(11/16eCLUBONE)山本幸夫君(11/19 地区大会) 

以上 84.00％を 98.00％に修正 

祝 福（稲垣圭次委員長） 

おめでとうございます！！ 

会員誕生日 

河田敏和君 真野健二君 大澤 渡 君 

在 籍 34 年 小川 宏嗣君 

皆出席 4 年 野村 憲治君 

御夫人誕生日 

松山基邦君夫人 

結婚記念日 

吉田 洋君夫人 髙橋秀治君夫人 

ニコボックス（小田漠己委員） 

 本日の投函金額 16,000 円 

 
副 会 長 挨 拶（山根雄司副会長） 

 

11 月 23 日から 4 日間の日程で台湾草屯を訪問して

来ましたが、犬山ロータリーからは、ご夫人 2 名を含

めて 15 名で訪問し、草屯からの親睦旅行の参加者は、

ご夫人家族合わせて 25 名で、総勢 40 名で観光と親睦

を深めてまいりました。詳細の報告については、後程

担当の谷定委員長が発表しますので、よろしくお願い

いたします。  

私は、この草屯訪問で感じたことを少し話をさせて

いただきます。 

大企業のトヨタ自動車の豊田章男社長は、さまざま

な場面で『愛』という言葉を使っているそうです。 

例えば、マツダとの資本提携を発表した今年の 8 月

トヨタ社長は、記者会見の中で『愛車』や『地元への

愛』などなど 20 回も『愛』を口にしたそうです。 

現在豊田社長は、61 歳で私と大差はありません。私

は、『愛』なんて言葉を口にするのは気恥ずかしくて

とても言えません。 

 経営者・豊田章男にとって『愛』って何なのか？ 

『愛っていうとやさしさだけに聞こえるけど、人が成

長をして殻を破るのには厳しさが必要。切磋琢磨しな

がら、かつ、やさしくという意味が愛にはあると思う』

言っていました。 

42 年間に及ぶ草屯との姉妹交流、今回草屯・犬山共

に若いメンバーが中心となって、設営をしていただき

ましたが、豊田章男社長が言う『愛』、私たちにとっ 
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ては『犬山愛・草屯愛・日本愛・台湾愛・人間愛・ロ

ータリー愛』の意味を持って、犬山ロータリー、草屯

扶輪社の間で、42 年間も続けられてきたのか。と思っ

た次第です。 

以上 

 
草屯扶輪社訪問帰国報告 

（谷定貴之国際奉仕委員長） 

 

失礼いたします。過日 11 月 23 日木曜日から、26

日日曜日まで草屯扶輪社の例会参加ならびに世界社会

奉仕 WCS 事業の拠出金贈呈のため、台湾を訪問して 

きましたので、ご報告いたします。 

今回の訪問では、若手メンバーが訪れたことがあま

りない、台中市周辺を巡って参りました。 

 

空港での真野さんの表情です。いつも嬉しそうに参

加してくださる真野さんは、いい雰囲気を作ってくれ

ます。 

最初に訪れましたのは、台湾大地震の被災中学校が、

そのまま博物館、記念館になっている台湾地震博物館

です。 

ご覧のように被災した中学校校舎、グランドが耐震

補強をされながら、当時のままの姿で残されています。 

館内には、非常に多くの小学生が見学に来ており、防

災教育の一環として上手に利用されており、見学の小

学生が備え付けの、自身体験装置などで興味深く実験

をしているのが印象的でした。日本も大震災を経験し

ておりますが、明日は我が身ということを、ひと時も

忘れてはならないと、強い印象を与えてくれる場所で

した。 

 ここで草屯扶輪社の方々が出迎えをしてくださり、

一緒に見学の後、例会会場に向かいました。 

 

本年は草屯扶輪社 47 周年ですが、周年事業はなく、

通常の例会参加となり、この例会にて WCS の拠出金

を贈呈致しました。 

 

例会後、懇親会があり、その後ローラーホッケーの

大会会場に移動し、試合を観戦後選手、大会関係者ら

と記念写真を撮り、激励して 1 日目の日程は終了しま

した。 
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 二日目からは観光ですが、草屯扶輪社のメンバーが

アテンドしてくださり、鹿港民族文物館から龍山寺へ

の参拝に出かけました。 

途中人力車ならぬ、自転車タクシーが用意されてお

り、短い行程でしたが、非常に楽しい時間を過ごせま

した。 

その日の夕食は、非常にレベルの高いレストランで、

北京ダックが激ウマ、非常に美味しい豪華夕食であり

ました。 

三日目は、三義の木彫りの町を訪問し、そこから今

は廃線になっている鉄道の一番標高が高い駅を訪れま

した。 

そこでは線路の上を歩くことが出来、参加メンバー

全員が子どもの頃に返って、はしゃいでいました。幽

霊が出そうな真っ暗なトンネルは、やはり気味が悪か

ったです。 

そして、犬山主催のランチ会へと移動、吉田会長の

挨拶、台湾 LAND さんの乾杯に始まり、今回のおもて

なしに対して、メンバー全員が感謝の意を伝え、あっ

という間でしたが最後には、草屯扶輪社の次年度会長、

セメントさんの挨拶、山根副会長の締めの挨拶で 

無事終えることが出来ました。 

今回もそうですが、草屯扶輪社のメンバーは、奥様

方も積極的に参加され、親睦を深めることに、大きく

寄与されておりました。犬山ロータリークラブとして

も、今後人数の拡大とともに、奥様方をお連れするこ

とにも重点を置くべきであり、一生懸命にお出迎えを 

していただいていることに感謝しなくてはならないと

実感も致しました。 

河田さん、小川節子さんのお誕生日も把握されてお

り、そのあり方にも感動致しました。 

三日目の夜は、会長、幹事ナイトということで、私、

国際奉仕委員長と安田青少年奉仕委員長に対し、皆様

から労いの言葉をかけていただきました。右も左もわ

からないとこから始まりましたが、小川パスト会長、

安田青少年奉仕委員長、執行部の皆さまから、多くの

教えを賜り、ご指導していただきながら、何とか無事

に事件もなく終えることが出来ました。 

本当に感謝しております。帰国前のランチ会は、ホ

ッとして違う意味でも楽しかったです。 

 以上、台湾草屯扶輪社訪問の報告とさせていただき

ます。 

ご清聴ありがとうございました。 

 

 

 

 

 
ご 報 告 

☆東尾張分区 会長幹事会 

去る 11 月 10 日（金）瀬戸 RC ホストのもと、東尾

張分区会長幹事会が開催され、山根副会長、原幹事が

出席いたしました。 

☆年末の交通安全県民運動 
12 月 4 日(月)午前 9 時 30 分より年末の交通安全県

民運動の一環として「シートベルト・チャイルドシー

ト全席着用関所」街頭啓発活動が、イオン扶桑店駐車

場にて実施され、12 名の方にご参加をいただきました。 

 

 

参加された皆様、大変お疲れさまでございました 

☆犬山成田山 第 54 回成田山学童席上揮毫大会 

犬山成田山より、第 54 回成田山学童席上揮毫大会協

力のお礼状と実施報告書、入賞者名簿をいただきま

した。 


